
買い物から帰ったお母さんは、購入してきた食品を片付けて

いました。横にいた1歳半の太郎くんはビニール袋の“シャカ

シャカ”という音が気に入って、ご機嫌で遊んでいました。

お母さんは「音がしておもしろいのね。」と声をかけ、少し

その場を離れました。

戻ってみると、太郎くんの口の中にビニール袋が・・・

慌ててお母さんが口から出し、太郎くんは事なきを得ました。

こんなことありませんか・・・？

ワーク１

危険はどこにでも潜んでいる！

乳幼児の身近には危険がいっぱいです。危険を感じた経験
を出し合いましょう。

プログラム１ 身近な危険
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なんにでも興味を持ち、見てみたい、触れてみたいと思

うのが子どもじゃ。大人から見ればなんでもない場所に、

思わぬ危険が潜んでいることもあるんじゃよ。子どもの行

動を規制するより、危険が疑われるものは、極力子どもの

目線に入る場所に置かないことも大切かと思うよ。

今日気がついたこと、わが家でもやってみようと思ったことは何でしたか？

今日からぜひやってみてくださいね。お疲れ様でした。

【資料】の「家の中の事例」を利用し、危険がある
と思う箇所に、どんな危険があるか記入した付箋を
付けてみましょう。

では、危険回避のためには、どうしたらいいのでしょう？

プログラム１ 身近な危険

ワーク２
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資料編

◇「家の中の事例」 どこが危ないか考えてください。

危険学プロジェクト「子どものための危険学」
http://www.kikengaku.com

プログラム１ 身近な危険
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◇家の中の事例

危険学プロジェクト「子どものための危険学」
http://www.kikengaku.com

資料編

◇この他、テレビや家具などは転倒しないように固定することも大切です。（阪神淡路大地震があった時、
家具の下敷きになった事故が多くありました。）

プログラム１ 身近な危険
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◇子どもの不慮の事故を防ぐために

◆子ども医療電話相談
休日・夜間の子どもの症状にどう対処したらよいのか、病院の診療を受けたほうがいいのかなど判断に

迷った時に、小児科医師・看護師への電話による相談ができるものです。全国同一の短縮番号「#8000」
番をプッシュすると、お住まいの都道府県の相談窓口に自動転送され、小児科医師・看護師からお子さん
の症状に応じた適切な対処の仕方や受診する病院等のアドバイスを受けられます。

<相談日時> 

岐阜県 平日（月～金）18:00～翌朝8:00 休日（土曜日含む）8:00～翌朝8:00

<連絡先> 

・携帯電話・プッシュ回線をご利用の方：#8000
・一般ダイヤル回線をご利用の方：058‐240‐4199
※相談日時・一般ダイヤル回線電話番号は都道府県ごとに異なります。下記ホームページをご参照く
ださい。

<子ども医療電話相談ホームページ＞ https://www.mhlw.go.jp/topics/2006/10/tp1010-3.html

◆公益財団法人 日本中毒情報センター 中毒110番
化学物質(たばこ、家庭用品など)、医薬品、動植物の毒などによる中毒事故が実際に起きて、どう対処

したらよいか迷った時に、電話による相談ができます。

<一般市民専用電話>情報提供料は無料、応急手当や受診の必要性のアドバイス

・大阪：072-727-2499 (365日24時間対応） ・つくば：029-852-9999 (365日9～21時対応)

<たばこ誤飲事故専用電話>情報提供料は無料、自動音声応答による市民向け情報の提供

072-726-9922 (365日24時間対応）

（詳細はホームページ https://www.j-poison-ic.jpの■中毒110番・電話サービス をご参照ください。）

窒息や溺水などの不慮の事故によって、
14歳以下の子どもが毎年300人ほど犠牲
になっています。こうした事故を可能な
限り防止するために、消費者庁は「子ど
もを事故から守る！プロジェクト」を推
進しています。

子どもの事故防止ハンドブック
（消費者庁）
◆全体版 (2019年10月改訂)
◆英語版・中国語版もあり

消費者庁のホームページでは、子どもの事
故防止に関する様々な情報を検索すること
ができます。また、事故防止ハンドブック
もダウンロードすることができます。

資料編
プログラム１ 身近な危険
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